
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
北
上
で
ド
ナ
ウ
地
域
は

国
際
関
係
の
舞
台
と
な
る

ド
ナ
ウ
地
域
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
の
辺

境
と
し
て
、
複
雑
な
国
際
関
係
の
な
か
で
歴

史
を
生
き
て
き
た
。
そ
れ
は
決
し
て
、
列
強

の
国
際
関
係
に
よ
っ
て
一
方
的
に
影
響
を
受

け
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ド
ナ
ウ
地
域
か
ら

国
際
関
係
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
、
相
互

関
係
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ド
ナ
ウ
地
域
は

民
族
的
に
多
様
で
錯
綜
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

列
強
の
影
響
を
受
け
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
ド
ナ
ウ
地
域
の
諸
民

族
自
身
が
連
帯
し
て
列
強
に
対
抗
し
よ
う
と

い
う
試
み
も
、
不
断
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。

ド
ナ
ウ
地
域
が
国
際
関
係
の
舞
台
と
な
る

の
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
北
上
し
、
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
帝
国
と
対
峙
す
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ

る
と
言
っ
て
よ
い
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
14
世
紀
中
ご
ろ
か
ら

バ
ル
カ
ン
に
進
出
、
１
３
８
９
年
に
コ
ソ
ヴ
ォ

の
戦
い
に
勝
利
し
て
か
ら
、
ド
ナ
ウ
地
域
を

北
上
し
、
１
４
５
９
年
に
は
セ
ル
ビ
ア
を
支

配
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
１
５
２

６
年
に
、
ド
ナ
ウ
河
沿
い
の
モ
ハ
ー
チ
で
の

戦
い
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
軍
を
破
っ
て
、
ウ

ィ
ー
ン
に
迫
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
は
29
年
に
オ

ス
マ
ン
軍
に
包
囲
さ
れ
た
が
、
神
聖
ロ
ー
マ

帝
国
軍
の
支
援
に
よ
り
か
ろ
う
じ
て
こ
れ
を

撃
退
し
た
の
で
あ
る
。

モ
ハ
ー
チ
の
戦
い
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
王
が

死
ん
だ
結
果
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
進
出
し
て

い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
ボ
ヘ
ミ
ア
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
王
位
を
継
承
し
た
。
こ
こ
に
、
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
は
「
ド
ナ
ウ
帝
国
」
と
な

り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
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っ
た
。
こ
の
間
に
オ
ス
マ
ン
の
脅
威
も
あ
っ

て
、「
ド
ナ
ウ
帝
国
」
で
は
、「
再
販
農
奴

制
」
と
言
わ
れ
る
、
独
特
の
封
建
制
が
打
ち

立
て
ら
れ
た
。

１
６
８
３
年
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
２
度
目

の
ウ
ィ
ー
ン
包
囲
を
行
な
っ
て
、
こ
れ
が
失

敗
に
終
わ
る
と
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
衰
勢
は

一
挙
に
進
行
し
、
99
年
の
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ

条
約
に
よ
っ
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
ド
ナ
ウ

中
流
域
か
ら
撤
退
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
に
い
た

る
ド
ナ
ウ
河
中
流
域
の
支
配
は
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
の
手
に
入
り
、
こ
の
後
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

の
啓
蒙
専
制
支
配
の
も
と
で
、
封
建
制
の
改

革
や
工
業
の
育
成
や
都
市
の
建
設
が
図
ら
れ

た
。

１
８
４
８
年
、
ド
ナ
ウ
流
域
で

諸
民
族
の
革
命
運
動
が
起
き
た

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
配
の
後
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
宰
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
も
と

で
の
専
制
政
治
と
経
済
的
不
況
の
結
果
、
１

８
４
８
年
の
春
に
ド
ナ
ウ
流
域
に
一
連
の
革

命
が
生
じ
た
。

１
８
４
８
年
３
月
１
日
、
パ
リ
の
２
月
革

命
の
知
ら
せ
が
、
ポ
ジ
ョ
ニ
（
ド
イ
ツ
語
で
は

プ
レ
ス
ブ
ル
ク
、
現
在
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
首

都
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
）
に
届
い
た
。
こ
こ
に
あ

っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
会
で
、
改
革
派
の
小
貴

族
コ
シ
ュ
ー
ト
が
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
全

体
の
立
憲
的
改
編
を
求
め
る
演
説
を
行
な
い
、

各
地
に
反
響
を
呼
ん
だ
。
３
月
11
日
、
ボ
ヘ

ミ
ア
の
プ
ラ
ハ
で
改
革
派
が
組
織
さ
れ
、
ウ

ィ
ー
ン
で
は
３
月
13
日
に
革
命
が
起
こ
り
、

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

ド
ナ
ウ
下
流
の
ペ
シ
ュ
ト
で
は
、
３
月
15
日

に
民
衆
蜂
起
が
起
き
た
。
３
月
25
日
に
は
ク

ロ
ア
チ
ア
の
議
会
が
改
革
要
求
を
取
り
ま
と

め
た
。
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
諸
都
市
で

も
、
封
建
制
の
変
革
と
民
族
的
な
要
求
と
を

掲
げ
る
運
動
が
起
こ
っ
た
。

こ
う
し
た
諸
民
族
の
運
動
は
、
ウ
ィ
ー
ン

自
身
の
革
命
と
呼
応
し
て
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
を
揺
る
が
す
か
に
見
え
た
が
、
し
だ
い

に
ウ
ィ
ー
ン
の
反
動
に
直
面
し
、
ま
た
相
互

の
連
携
が
取
れ
な
い
ま
ま
に
崩
壊
し
た
。
最

後
ま
で
残
っ
た
北
イ
タ
リ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
革
命
と
独
立
の
運
動
は
１
８
４
９
年
８
月

ま
で
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
軍
隊
な
ど
に
よ

っ
て
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
敗
北
の
反
省
か
ら
、
１
８
６

２
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
の
指
導
者
で
あ
っ

た
コ
シ
ュ
ー
ト
は
、
亡
命
先
の
イ
タ
リ
ア
で

「
ド
ナ
ウ
連
合
」
案
を
提
議
し
た
。
こ
れ
は
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
支

配
さ
れ
る
ド
ナ
ウ
流
域
の
諸
国
（
ハ
ン
ガ
リ

ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
）

の
連
邦
を
構
想
し
た
も
の
で
、
政
府
所
在
地

を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
す
と
い
う
考
え
も

含
ん
だ
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
「
連
邦
」
の
考
え
は

実
現
せ
ず
、
１
８
６
７
年
に
は
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
帝
国
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

二
重
君
主
国
と
な
っ
た
。
こ
の
「
妥
協
」
は
、

１
８
４
９
年
以
後
も
続
く
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
抵

抗
へ
の
妥
協
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
チ
ェ
コ

と
の
関
係
、
他
方
で
は
ク
ロ
ア
チ
ア
、
セ
ル

ビ
ア
な
ど
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
。

こ
う
い
う
問
題
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
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オスマン帝国の支配はワラキア
やベオグラード付近までに留ま
っていたが、1541年の本格侵
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た。その結果、ハンガリー王国
はオスマン帝国直轄地、オスマ
ンの宗主権を認める東ハンガリ
ー王国（のちのトランシルヴァ
ニア侯国）、ハプスブルク支配
域に分かれた



の
ち
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の

経
済
発
展
は
急
速
に
進
み
、
ド
イ
ツ
の
資
本

な
ど
を
取
り
込
み
つ
つ
、
ド
ナ
ウ
河
流
域
へ

と
経
済
的
利
害
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
を
め
ぐ
る
列
国
の
争
い
は

新
た
な
争
い
の
種
を
蒔
い
た

ド
ナ
ウ
河
下
流
域
は
、
19
世
紀
中
ご
ろ
に

お
い
て
も
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
下
に
あ

っ
た
。
す
で
に
１
８
０
４
年
ご
ろ
か
ら
セ
ル

ビ
ア
人
の
独
立
運
動
が
お
き
て
、
そ
れ
が
20

年
代
に
は
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
へ
と
広
が
り
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
は
揺
る
ぎ
始
め
て
い

た
が
、
そ
れ
が
決
定
的
に
な
る
の
は
、
53
年

に
始
ま
る
ク
リ
ミ
ア
戦
争
（
〜
56
年
）
を
経

て
か
ら
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
対
し
て
戦
う

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
英
仏
が
味
方
し
て
、
ロ
シ

ア
は
敗
北
を
喫
し
た
が
、
こ
の
結
果
、
モ
ル

ド
ヴ
ァ
、
ワ
ラ
キ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
の
自
治
が

保
障
さ
れ
、
ド
ナ
ウ
航
行
の
自
由
や
黒
海
の

中
立
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
か
ら
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
め
ぐ

る
列
国
の
争
い
は
「
東
方
問
題
」
と
称
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
不
凍
港
を
求
め
て
南
下
す

る
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
へ
の
安
定
し
た
ル
ー
ト

を
確
保
し
た
い
イ
ギ
リ
ス
、
聖
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
確
保
し
た
い
フ
ラ
ン
ス
が
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
の
動
揺
か
ら
来
る
問
題
を
「
東
方
問

題
」
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。

１
８
６
０
年
代
に
は
ド
ナ
ウ
河
下
流
域
に

お
い
て
、
明
確
な
民
族
運
動
が
展
開
す
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
住
む
ド
ナ
ウ
二
公
国
が
59

年
に
統
一
さ
れ
、
や
が
て
66
年
に
ル
ー
マ
ニ

ア
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
の

民
族
運
動
が
始
ま
り
、
76
年
に
４
月
蜂
起
を

決
行
し
た
が
、
オ
ス
マ
ン
軍
に
鎮
圧
さ
れ
、

多
数
が
殺
害
さ
れ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
77
年
に
は
露
土
戦
争
が
起
き
る
の

で
あ
る
。

露
土
戦
争
は
ロ
シ
ア
の
勝
利
に
終
わ
り
、

そ
の
結
果
、
１
８
７
８
年
に
サ
ン
・
ス
テ
フ

ァ
ノ
条
約
が
結
ば
れ
た
。
こ
れ
は
ブ
ル
ガ
リ

ア
を
独
立
さ
せ
、
ロ
シ
ア
が
地
中
海
に
陸
路

進
出
で
き
る
可
能
性
を
保
障
す
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は

強
く
反
発
し
た
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
の
ビ

ス
マ
ル
ク
が
仲
介
役
を
演
じ
て
、
同
年
、
ベ

ル
リ
ン
会
議
が
開
か
れ
、
ベ
ル
リ
ン
条
約
が

結
ば
れ
た
。

ベ
ル
リ
ン
条
約
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ツ
ル
ナ
ゴ
ー
ラ
の
独
立
が
認
め
ら

れ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
サ
ン
・
ス
テ
フ
ァ
ノ
条

約
の
領
土
の
３
分
の
１
に
縮
小
さ
れ
、
マ
ケ

ド
ニ
ア
が
オ
ス
マ
ン
領
に
戻
さ
れ
た
。
ま
た
、

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
が
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
行
政
下
に
お
か
れ
た
。
実
は
、
こ

の
よ
う
な
列
強
の
措
置
は
、
ド
ナ
ウ
流
域
に

新
た
な
争
い
の
種
を
蒔
く
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
以
後
、
新
た
に
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
が
「
東
方
問
題
」
に
関
係
を
持
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
セ
ル
ビ
ア
の
マ
ル

コ
ヴ
ィ
チ
ら
に
よ
っ
て
バ
ル
カ
ン
の
ス
ラ
ヴ

人
国
家
間
の
「
バ
ル
カ
ン
連
邦
」（
１
８
７
２

年
）
が
模
索
さ
れ
た
り
し
た
が
、
現
実
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
会
議
の
の
ち
、
バ
ル
カ
ン
諸
国

に
は
西
欧
資
本
が
流
入
し
て
、
鉄
道
、
港
湾
、
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で引かれた境界線は、基本的
に1918年のハプスブルク帝国
解体まで維持された



道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の

建
設
を
促
進
し
、
鉱
物
資
源
や
農
産
物
の
輸

出
の
環
境
を
つ
く
り
上
げ
て
い
っ
た
。

サ
ラ
エ
ヴ
ォ
で
の
暗
殺
事
件
か
ら

第
一
次
世
界
大
戦
に
発
展
し
た

ベ
ル
リ
ン
条
約
で
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た

問
題
が
マ
ケ
ド
ニ
ア
問
題
で
あ
っ
た
。
良
港

テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
と
肥
沃
な
平
原
を
擁
す
る
マ

ケ
ド
ニ
ア
地
域
を
め
ぐ
っ
て
は
、
１
８
８
０

年
代
以
後
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ギ

リ
シ
ア
が
領
有
を
主
張
し
て
激
し
く
争
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
内
部
か
ら
は

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
（
内
部
マ
ケ
ド
ニ
ア
革
命
組
織
）
が

作
ら
れ
、
１
９
０
３
年
に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国

支
配
に
対
し
て
イ
リ
ン
デ
ン
蜂
起
を
起
こ
す

が
、
こ
れ
は
徹
底
的
に
鎮
圧
さ
れ
た
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
側
で
は
、
１
８
７
６
年

に
制
定
さ
れ
て
い
た
憲
法
が
実
施
さ
れ
ず
、

国
内
の
改
革
が
遅
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
１

９
０
８
年
、「
統
一
と
進
歩
委
員
会
」（
青
年

ト
ル
コ
）
が
蜂
起
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
憲

法
復
活
運
動
を
始
め
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を

抱
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
同
年
、
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
を
「
併
合
」
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
反
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
狂
信
的
に
し

た
だ
け
で
あ
っ
た
。

１
９
１
２
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
北
ア
フ

リ
カ
を
め
ぐ
る
伊
土
戦
争
に
敗
れ
た
こ
と
に

乗
じ
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ギ
リ

シ
ア
、
ツ
ル
ナ
ゴ
ー
ラ
（
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
）
が

「
バ
ル
カ
ン
同
盟
」
を
結
成
し
、
ロ
シ
ア
の

後
押
し
を
受
け
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
宣
戦

し
て
勝
利
し
た
。
し
か
し
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
な

ど
の
領
土
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
、
バ
ル
カ
ン

諸
国
間
の
対
立
が
生
じ
、
13
年
に
は
、
新
た

に
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
他
の
同
盟
国
お
よ
び
ル
ー

マ
ニ
ア
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
戦
う
こ
と
に
な

っ
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
惨
敗
し
て
領
土
を
失

い
、
深
い
不
満
を
残
し
た
。
一
方
、
こ
の
バ

ル
カ
ン
戦
争
で
自
信
を
つ
け
た
セ
ル
ビ
ア
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
対
決
姿
勢
を
い
っ
そ
う

強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

１
９
１
４
年
６
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
帝

位
継
承
者
フ
ラ
ン
ツ
＝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド

が
ボ
ス
ニ
ア
の
中
心
地
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
に
お
い

て
セ
ル
ビ
ア
の
青
年
に
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア

間
に
戦
争
が
起
こ
り
、
そ
れ
は
三
国
同
盟
、

三
国
協
商
を
動
員
し
て
、
た
ち
ま
ち
世
界
大

戦
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
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オ ー ス ト リ ア =
ハ ン ガ リ ー 帝 国

ギリシア

ド イ ツ

イタリア王国

オ ス マ ン 帝 国

ロ シ ア 帝 国

バイエルン ボヘミア

ブコヴィナ

ガリツィア
モラヴィア

コソヴォ

プ ロ イ セ ン

黒 海

ルーマニア

ブルガリア

セルビア

ツルナゴーラ
（モンテネグロ）

ボスニア・
ヘルツェゴヴィナダルマチア

国境線
半独立王国、大公国、
公国（侯国）、自由都市
との境界線
州、省の境界線

ブダペスト

ブカレスト

ベオグラード

サラエヴォ

ウィーン
●

●

●
●

ソフィア
ローマ

●

●

ベルリン
●

●

●

●

●

●

ワルシャワ

クラクフ
キエフプラハ

ミュンヘン

ヴェネチア

●

グダニスク

●

クロ
アチア-

スラヴォニア

イスタンブール

アテネ

●

●

●

ドナウ河

パレルモ
●

二重君主国とバルカン諸国（1910年）

1867年のアウスグライヒ（妥協）によって、オーストリア帝国とハンガリー
王国からなる二重君主国が成立する。1878年のサン・ステファノ条約、およ
びベルリン条約によって、セルビア、ルーマニア、ツルナゴーラ、ブルガリ
アが独立した



ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
は
ド
ナ
ウ
地
域
を
自
ら
の

「
生
活
圏
」
の
重
要
な
一
部
と
考
え
た

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体

制
の
下
で
、
ド
ナ
ウ
地
域
を
支
配
し
て
い
た

２
つ
の
帝
国
は
崩
壊
し
、「
民
族
自
決
」
の
名

の
下
に
、
多
数
の
「
民
族
国
家
（
国
民
国
家
）」

が
成
立
し
た
。
だ
が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
は
、

仏
英
の
利
害
を
反
映
し
、
必
ず
し
も
文
字
通

り
の
「
民
族
自
決
」
を
実
現
し
な
か
っ
た
。

大
戦
は
ド
ナ
ウ
地
域
の
諸
民
族
の
共
存
を
保

障
す
る
よ
う
な
形
で
は
終
わ
ら
ず
、
敗
戦
国

に
多
大
な
犠
牲
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
１
９
２
０
年
代
に
、
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ル
ー

マ
ニ
ア
は
「
小
協
商
」
と
呼
ば
れ
る
同
盟
関

係
を
結
び
、「
修
正
主
義
」
を
掲
げ
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
包
囲
す
る
体
制
を

築
い
た
。

ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
影
響
力

が
後
退
し
、
敗
戦
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
と
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
力
が
後
退
し
た
ド
ナ
ウ
河

を
巡
る
国
際
関
係
は
、
ま
ず
は
フ
ラ
ン
ス
、

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
主
導
し
、
反
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
の
た
め
の
戦
略
的
な
地
域
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
戦
後
、
土
地
改
革
も
試
み
ら
れ

た
が
、
ド
ナ
ウ
地
域
の
「
民
族
国
家
」
の
多

く
は
、
貧
し
い
農
民
の
支
配
的
な
社
会
を
抱

え
続
け
た
。

こ
の
よ
う
な
不
合
理
も
あ
っ
て
、
１
９
３

０
年
代
に
な
る
と
、
こ
の
地
域
に
フ
ァ
シ
ズ

ム
類
似
の
運
動
が
勢
力
を
増
し
た
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
は
「
矢
十
字
」
運
動
、
ク
ロ
ア
チ
ア

に
は
「
ウ
ス
タ
シ
ャ
」、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
は

「
鉄
衛
団
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
ナ
チ
ス

ド
イ
ツ
は
し
だ
い
に
ド
ナ
ウ
地
域
を
自
ら
の

「
生
活
圏
」
の
重
要
な
一
部
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

世
界
恐
慌
の
な
か
で
バ
ル
カ
ン
諸
国
は
相

互
協
力
の
必
要
性
を
感
じ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

危
機
が
高
ま
る
な
か
で
、
国
境
の
相
互
保
障

を
目
指
し
て
、
１
９
３
４
年
10
月
に
「
バ
ル

カ
ン
協
商
」
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
は
、
ギ

リ
シ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ル
ー
マ
ニ

ア
、
ト
ル
コ
の
４
カ
国
が
参
加
し
た
。
だ
が
、

36
年
以
後
、
多
く
は
ド
イ
ツ
に
取
り
込
ま
れ
、

40
年
に
は
協
商
は
崩
壊
し
た
。

１
９
４
９
年
以
後
、
ド
ナ
ウ
地
域
は

「
冷
戦
」
の
最
前
線
に
な
っ
た

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ド
ナ
ウ
地
域
の
大

部
分
は
ソ
連
と
連
合
国
の
手
で
、
フ
ァ
シ
ズ
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ハンガリー

ド イ ツ
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ト ル コ

ソ　連

バイエルン

東プロイセン
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黒 海
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ユーゴスラヴィア

アルバニア

ポ ー ランド

国境線
王国、大公国,公国（侯国）、
自由都市の境界線、ソビエト連
邦中の共和国間の国境線

ギリシア

ボヘミア

スロヴァキア
モラヴィア

プ ロ イ セ ン
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●
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（グダニスク）
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チェコスロヴァキア

チェコスロヴァキア
●クラクフ

●
カウナス

ドナウ河
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●

●

ヴェネチア

民族国家の成立（1930年ごろ）

1914年から始まった第一次世界大戦の結果、18年にオーストリア＝ハン
ガリー二重君主国は崩壊。オーストリアは共和国となり、ハンガリー共和
国、チェコスロヴァキア共和国、セルビア・クロアチア・スロヴェニア王
国（1929年にユーゴスラヴィア王国となる）が生まれた



ム
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
ド
ナ
ウ
地
域
を
含
む

東
欧
は
、
当
面
、「
人
民
民
主
主
義
」
と
呼

ば
れ
る
、
議
会
制
、
多
党
制
の
反
フ
ァ
シ
ズ

ム
体
制
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
、
１
９
４
６

年
の
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
や
マ
ー
シ

ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
ド

ナ
ウ
地
域
を
含
む
東
欧
の
取
り
込
み
を
図
り

始
め
る
と
、
当
初
は
自
国
に
「
友
好
的
」
な

国
々
の
成
立
を
望
ん
で
い
た
ソ
連
も
、
ド
ナ

ウ
地
域
を
「
ソ
連
圏
」
に

編
入
し
始
め
た
。

47
年
に
は
、
独
力
で

解
放
を
勝
ち
取
っ
た
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
活
用

し
て
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
を

結
成
し
た
が
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど

と
「
バ
ル
カ
ン
連
邦
」
を

構
想
す
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ

ィ
ア
と
そ
れ
を
嫌
う
ソ
連

と
の
確
執
が
昂
じ
て
、

48
年
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ

ィ
ア
が
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム

か
ら
「
追
放
」
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

１
９
４
９
年
以
後
、

ド
ナ
ウ
地
域
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
を
除
い
て
、
ソ
連
圏
に
含
ま
れ
、
米

ソ
「
冷
戦
」
の
最
前
線
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ア

ル
バ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
に
は
、
一
党
制
の
ソ
連
型
社
会
主
義

制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
56
年
に
は
こ
の
よ
う

な
社
会
主
義
制
度
を
改
革
す
る
運
動
が
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
起
き
た
が
、
そ
れ
は
戦
車
で
鎮
圧

さ
れ
、
68
年
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
起

き
た
同
種
の
運
動
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
も
同
じ

運
命
を
た
ど
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
社
会
主
義
は
こ
の
地
域
の
農

民
や
労
働
者
に
一
定
の
生
活
の
向
上
を
も
た

ら
し
た
。
も
は
や
戦
前
の
よ
う
な
貧
し
い
農

民
は
い
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

生
活
の
改
善
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
80
年
代
以

降
の
ソ
連
の
経
済
力
の
低
下
な
ど
の
要
因
に

よ
り
、
１
９
８
９
年
に
は
ソ
連
型
の
社
会
主

義
は
崩
壊
し
た
の
だ
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
加
盟
な
ど
を
通
し
て
、
ド
ナ
ウ
地
域
は

西
欧
と
の
関
係
を
深
め
つ
つ
あ
る

１
９
９
２
年
と
93
年
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ

ィ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
相
次
い
で

解
体
し
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
解
体
期

に
は
、
列
強
の
介
入
も
あ
っ
て
、
ボ
ス
ニ
ア

や
コ
ソ
ヴ
ォ
に
お
い
て
諸
民
族
間
の
悲
劇
的

な
「
内
戦
」
が
生
じ
、
深
刻
な
後
遺
症
が
残

っ
た
。
一
時
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ロ
ヴ

ェ
ニ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
チ
ェ
コ
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
な
ど
を
「
市
民
社
会
」
の
成
立
し
て

い
る
「
中
欧
」（
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
も
含
ま
れ

る
）、
セ
ル
ビ
ア
、
ツ
ル
ナ
ゴ
ー
ラ
、
マ
ケ
ド

ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
を
「
バ
ル
カ
ン
」

と
し
て
区
別
す
る
傾
向
も
生
じ
た
が
、
こ
れ

も
あ
い
ま
い
な
区
別
で
あ
り
、
全
体
と
し
て

西
欧
へ
の
志
向
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

か
く
て
２
０
０
４
年
に
は
チ
ェ
コ
、
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
、
07
年
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア

と
ル
ー
マ
ニ
ア
も
加
盟
し
た
。
さ
ら
に
、
06

年
に
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
09
年
に
は
ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
が
ユ
ー
ロ
に
加
盟
し
た
。
こ
う
し
て
、

ド
ナ
ウ
地
域
は
西
欧
と
の
関
係
を
密
接
に
し

つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
の
な
か
で
、
ド
ナ
ウ
地

域
に
は
、
欧
米
の
資
本
が
流
入
し
、
資
本
主

義
へ
の
再
編
が
進
み
、
こ
の
地
域
は
欧
米
へ

の
従
属
的
な
地
域
と
し
て
組
織
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
大
き
な
経
済
的
・
社
会
的

格
差
が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
民
族
的
な
方

向
へ
再
び
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
な
い
と
も
か

ぎ
ら
な
い
。
か
つ
て
の
よ
う
な
ド
ナ
ウ
地
域

の
諸
民
族
の
協
力
の
試
み
が
、
い
ま
ま
た
必

要
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。a

31

多様性を繋ぐドナウ・ヨーロッパ特集

2007年1月1日からのブルガ
リアとルーマニアのEU加盟
を目前に控え、記念撮影用パ
ネルから顔を出し、携帯電話
で撮影をするルーマニアの若
者たち。パネルには「ようこ
そヨーロッパへ」と書かれて
いる。ブカレストの南西200
キロにあるクライオヴァに
て、2006年12月29日
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